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「千葉県労福協結成50周年祝賀会」を開催
第31回 チャリティゴルフ大会開催
第22回 地方委員会開催

第25回 協同組合 
フェスティバル 「海と大地とくらしの祭典」開催

労福協

連合
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第
31
回
千
葉
県
勤
労
者
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会
を
、
晴
天
の
も
と
２
０
１
４
年

10
月
27
日
（
月
）
真
名
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
開
催
し
ま
し
た
。

盛
り
上
が
り
の
中
で
成
績
発
表
が
さ
れ
ま

し
た
。
個
人
の
部
は
小
川
清
さ
ん
、
団
体

の
部
は
小
川
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。
今
回
も
多
く
の
賞
品
を
提
供
頂

き
ま
し
た
労
働
団
体
、
福
祉
団
体
、
関
係

企
業
等
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

た
、
参
加
者
全
員
と
入
賞
者
の
そ
れ
ぞ
れ

の
皆
さ
ん
か
ら
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
募
金
は
、

19
万
４
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
社
会
的
な

福
祉
運
動
を
展
開
し
て
い
る
団
体
等
へ
寄

付
い
た
し
ま
す
。
紙
面
を
借
り
ご
協
力
を

頂
き
ま
し
た
皆
さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

34
組
１
２
９
名
の
働
く
仲
間
の
皆
さ
ん

が
集
い
、
ナ
イ
ス
シ
ョ
ッ
ト
に
珍
プ
レ
ー

と
な
ご
や
か
に
大
会
を
盛
り
上
げ
て
頂
き

ま
し
た
。

プ
レ
ー
終
了
後
の
待
ち
時
間
を
活
用
し

て
の
「
パ
タ
ー
ゲ
ー
ム
」
で
は
、
廣
崎
泰

雄
（
市
原
市
役
所
Ｂ
）
さ
ん
が
一
打
目
で

見
事
カ
ッ
プ
イ
ン
を
果
た
し
ま
し
た
。
今

回
は
設
定
が
難
し
く
例
年
、
数
名
の
方
が

カ
ッ
プ
イ
ン
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
お

一
人
で
し
た
が
多
く
の
皆
さ
ん
に
参
加
頂

き
交
流
が
さ
ら
に
深
ま
り
ま
し
た
。

表
彰
式
も
多
く
の
皆
さ
ん
が
参
加
さ
れ団体の部優勝　小川チーム

個人の部優勝　小川清さん

優　 勝 小川　　清（小川チーム） グロス74、HC 3.6、NET70.4
準 優 勝 鈴木　　光（労福協Aチーム） グロス84、HC13.2、NET70.8
３　 位 木戸場政八（JAM東京千葉Ａ） グロス88、HC16.8、NET71.2
ベスグロ 小川　　清（小川チーム） スコア74

優　 勝 小川チーム NET218.8
準 優 勝 JAM東京千葉A NET219.0
３　 位 労福協Aチーム NET223.0

ご協力ありがとうございます！

開催される！！

「　チャリティゴルフ大会」第
31
回

個 人 賞

団 体 賞

その他、パターゲーム賞、ニアピン、ドラコン賞　他
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千
葉
県
労
福
協
は
、
政
策
活
動
と
し

て
「
千
葉
県
予
算
に
対
す
る
政
策
・
制
度

の
要
請
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

８
月
の
第
４
回
理
事
会
で
要
請
書
作
成
の

考
え
方
等
の
取
組
方
針
を
決
定
し
て
以
降
、

中
央
労
福
協
の
政
策
を
踏
ま
え
る
と
と
も

に
、
構
成
組
織
や
連
携
団
体
か
ら
の
政
策

要
望
等
を
受
け
止
め
議
論
を
重
ね
10
月
の

第
５
回
理
事
会
で
取
り
ま
と
め
を
行
い
ま

し
た
。
千
葉
県
に
対
し
て
は
、
11
月
５
日

（
水
）
千
葉
県
庁
に
お
い
て
会
長
、
副
会

長
、
常
務
理
事
の
４
名
で
商
工
労
働
部
雇

用
労
働
課
へ
要
請
書
の
提
出
と
要
請
内
容

の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
、
①
千

葉
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
に
つ
い
て
の
要

望
（
財
政
等
の
支
援
）、
②
連
帯
経
済
を

促
進
す
る
協
同
組
合
・
協
同
組
織
の
育
成

支
援
、
③
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援

と
復
興
・
再
生
お
よ
び
災
害
対
策
、
④
労

働
者
の
生
活
安
定
に
関
す
る
要
請
、
⑤
く

ら
し
の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て
、
⑥
格
差
・

貧
困
社
会
の
是
正
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ

ム
の
保
障
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
強
化
、

⑦
消
費
者
政

策
の
充
実
強

化
、
⑧
多
重

債
務
対
策
、

⑨
フ
ー
ド
バ

ン
ク
活
動
の

促
進
を
柱
に

57
項
目
の
要

請
を
行
い
ま

し
た
。

要
請
に
あ

た
り
、
黒

河
会
長
か

ら
「
千
葉
県
労
福
協
は
７
月
で
結
成
50
周

年
を
迎
え
た
。
歴
史
の
時
々
に
労
働
者
の

生
活
向
上
の
取
り
組
み
に
対
し
県
に
要
請

す
る
と
と
も
に
支
援
を
頂
い
て
き
た
。
現

在
は
格
差
と
貧
困
が
大
き
な
課
題
で
あ
り
、

労
働
者
福
祉
の
観
点
か
ら
生
活
底
上
げ
に

２
０
１
４
年
11
月
７
日
（
金
）
全
労

済
千
葉
県
本
部
６
階
会
議
室
に
お
い
て

「
２
０
１
４
年
度　

労
働
組
合
に
関
わ
る

税
務
研
修
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
研
修

会
に
は
、
労
働
組
合
等
21
団
体
・
29
名
の

皆
さ
ん
に
参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
開
会
に

あ
た
っ
て
、
黒
河
会
長
よ
り
千
葉
県
労
福

協
の
一
般
社
団
法
人
移
行
等
の
経
過
や
結

成
50
周
年
を
迎
え
て
の
思
い
を
含
め
意
義

あ
る
税
務
研
修
会
と
な
る
こ
と
の
期
待
を

込
め
た
挨
拶
が
さ
れ
ま
し
た
。
研
修
で
は
、

関
口
講
師
か
ら
消
費
税
を
は
じ
め
と
す
る

税
制
全
般
に
わ
た
る
動
向
や
問
題
意
識
等

の
お
話
が
あ
り
、
そ
の
後
、「
労
働
組
合

の
会
計
と
監
査
」、「
労
働
組
合
に
関
わ
る

税
務
」
と
し
て
①
税
務
の
概
要
、
②
源
泉

所
得
税
、
③
法
人
税
・
地
方
税
、
④
消
費

税
等
に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
講
議
し
て

頂
き
ま
し
た
。
ま
た
、
研
修
会
終
了
後
に

は
個
別
質
問
の
時
間
を
設
け
、
多
く
の
方

に
対
し
ご
指
導
を
頂
き
、
熱
の
入
っ
た
有

意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

会場風景

2014年度 税 務 研 修 会

千
葉
県
予
算
に
対
す
る

政
策
・
制
度
の
要
請

商工労働部雇用労働課へ要請書の提出

平成27年度

対
す
る
行
政
の
力
が
必
要
で
あ
り
政
策
内

容
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。
一
層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
お
願
い
し
た
い
。」
等
の
挨

拶
が
あ
り
、
常
務
理
事
か
ら
要
請
書
の
趣

旨
説
明
、
雇
用
労
働
課
長
か
ら
の
コ
メ
ン

ト
と
意
見
交
換
等
を
行
い
ま
し
た
。
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熊谷千葉市長根本野田市長

閉会挨拶
細根副会長

中央労福協
山本副会長

永年勤続表彰

千葉県労福協の歴史紹介

乾杯　日高副会長

千
葉
県
労
福
協
は
１
９
６
４
年
（
昭
和

39
年
）
７
月
の
設
立
総
会
か
ら
歴
史
を
重

ね
結
成
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
労
働
戦

線
統
一
、千
葉
県
労
働
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

と
の
統
合
に
よ
る
社
団
法
人
化
、
会
館
事

業
の
終
息
、
一
般
社
団
法
人
へ
の
移
行

等
々
、
時
代
や
社
会
の
流
れ
の
中
で
「
福

祉
は
ひ
と
つ
」
の
設
立
原
点
の
も
と
に
労

働
者
福
祉
運
動
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

歴
史
に
感
謝
し
今
後
の
飛
躍
を
期
し
８

月
30
日
（
土
）
オ
ー
ク
ラ
千
葉
ホ
テ
ル
に

お
い
て
県
内
外
か
ら
の
ご
来
賓
を
は
じ
め

歴
代
役
職
員
、
構
成
団
体
等
、
多
く
の
皆

さ
ま
の
出
席
の
も
と
に
「
結
成
50
周
年
祝

戸部千葉県
商工労働部次長

れ
、
そ
の
上
で
、「
労
働
組
合
の
ロ
ー
カ

ル
セ
ン
タ
ー
“
連
合
千
葉
”、
勤
労
者
の

金
融
機
関
“
労
金
”、
勤
労
者
の
助
け
合

い
“
全
労
済
”、
職
域
・
地
域
の
協
同
組

合
“
生
協
連
”、
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
特
性
を

長
、
野
田
市
長
、
中
央
労
福
協
山
本
副
会

長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
東
部
ブ
ロ
ッ

ク
遠
藤
会
長
を
始
め
と
し
ま
す
ご
来
賓
を

紹
介
し
、
永
年
勤
続
表
彰
、
そ
の
後
、
日

高
副
会
長
に
よ
る
乾
杯
に
よ
り
歓
談
に
入

り
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
よ
る
千
葉
県
労
福
協
の
歴

史
紹
介
、
歴
代
会
長
紹
介
挨
拶
等
々
が
行

な
わ
れ
、
細
根
副
会
長
の
閉
会
挨
拶
と
手

締
め
で
会
を
閉
じ
ま
し
た
。
限
ら
れ
た
時

間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
新
旧
・
内
外
を
含

め
た
交
流
と
親
睦
が
深
ま
り
決
意
を
新
た

に
す
る
祝
賀
会
と
な
り
ま
し
た
。

改
め
て
、
こ
れ
ま
で
永
き
に
亘
り
千
葉

県
労
福
協
の
運
動
に
ご
尽
力
ご
支
援
頂
き

ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

歴史に感謝し─

「千葉県労福協結成50周年祝賀会」を開催！

生
か
し
た
物
的
・
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
い
う
大
き
な
力
を
結
び
つ
け
る
要
と
し

て
、
ま
た
志
を
共
有
す
る
皆
さ
ん
と
力
を

合
わ
せ
、
全
て
の
勤
労
市
民
の
幸
福
実
現

に
貢
献
す
る
設
立
目
標
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
次
の
50
年
に
向
け
て
新
た
な
一
歩
を
踏

み
出
し
て
行
き
た
い
。」
と
の
感
謝
と
決

意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
ご
来

賓
の
千
葉
県
商
工
労
働
部
次
長
、
千
葉
市

賀
会
」
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

祝
賀
会
は
、

小
栁
常
務
理
事

の
進
行
で
は
じ

ま
り
、
主
催
者

を
代
表
し
て
黒

河
会
長
か
ら

は
、
50
年
間
を

前
半
・
後
半
に

分
け
、
前
半
は

労
働
団
体
間
の

接
着
剤
役
や
会

館
建
設
、
事
業

団
体
の
基
盤
強

化
、
後
半
に
お

け
る
格
差
・
貧

困
の
克
服
、
震

災
復
興
へ
の
取

り
組
み
等
の
歴

史
や
経
過
に
ふ
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歴代会長と黒河会長

しあわせ創刊：1964

設立総会：1964.7

勤労者野球大会：1978 ～

（一社）第１回定時総会：2014.5

統合記念祝賀会：2003.5

スキーのつどい：1967 ～

清水氏 齊藤氏 栗田氏 岡田氏

勤労者美術展：1978 ～

年金学習会：1992 ～

勤労者囲碁将棋大会：1979 ～

50年の

あゆみ
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講師  高橋均氏
（中央労福協前事務局長） 黒河会長挨拶

地協代表者会議での要請

連合千葉への要請

連合千葉執行委員会における構成産別要請

貸出ＤＶＤ

千
葉
県
労
福
協
は
２
０
１
２
年
国
際
協
同
組
合
年
を
契
機
に
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
・

協
同
組
合
運
動
の
更
な
る
推
進
に
向
け
、
あ
ら
た
め
て
労
福
協
運
動
の
大
き
な
柱
と
位
置

労
働
者
自
主
福
祉
運
動
・

協
同
組
合
運
動
推
進
の
取
り
組
み

「
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
」

推
進
に
向
け
た
運
動
方
針
等

へ
の
掲
載
を
要
請
‼

働
者
自
主
福

祉
運
動
の
推

進
」、「
労
金

運
動
の
推

進
」、「
全
労

済
運
動
の
推

進
」
等
に
関

す
る
運
動
方

針
の
掲
載
を

お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　

既
に
掲
載

を
頂
い
て
い

る
場
合
は
、

「
結
成
50
周
年
記
念 

労
働
者

自
主
福
祉
運
動
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
」
開
催
す
る
‼

県
労
福
協

づ
け
次
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

①
社
会
的
認
知
度
の
向
上
、
利
用
促
進
・
相
互
利
用
促
進
の
検
討

②
労
働
団
体
や
労
働
組
合
に
対
す
る
運
動
方
針
等
へ
の
労
働
者
自
主

福
祉
運
動
推
進
の
方
針
化
要
請

③
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

④
協
同
事
業
団
体
・
中
央
労
福
協
の
研
修
・
紹
介
機
材
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・

資
料
等
）
の
労
働
組
合
へ
の
紹
介
・
貸
出

「
労
働
者
自

主
福
祉
運
動
・

協
同
組
合
運
動

推
進
の
取
り
組

み
」
に
も
と
づ

き
、
９
月
～
10

月
に
か
け
、
連

合
千
葉
、
連
合

千
葉
構
成
産
別
、

地
域
協
議
会
、

地
区
労
福
協

に
対
し
、
運

動
方
針
等
へ

の
掲
載
の
要

請
行
動
を
行

い
ま
し
た
。

○
産
別
へ
の

要
請
内
容
○

１
．
定
期
大

会
議
案
書

へ
自
主
福

祉
活
動
の

一
環
と
し

て
、「
労

引
き
続
き
、
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
、

労
金
運
動
、
全
労
済
運
動
の
推
進
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

２
．
構
成
単
組
・
支
部
等
に
対
し
ま
し
て

も
「
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
推
進
」、

「
労
金
運
動
の
推
進
」、「
全
労
済
運
動

の
推
進
」
に
関
す
る
運
動
方
針
の
掲
載

に
つ
い
て
周
知
な
ら
び
に
働
き
か
け
を

行
っ
て
頂
き
ま
す
よ
う
併
せ
て
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

３
．
組
合
員
・
組
合
役
員
を
対
象
と
す
る

学
習
会
・
研
修
会
等
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
に
関
す

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
盛
り
込
ん
で
頂
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

８
月
30
日
（
土
）
13
時
30
分
か
ら
千
葉

商
工
会
議
所
第
１
ホ
ー
ル
に
お
い
て
千
葉

県
労
福
協
「
結
成
50
周
年
記
念　

労
働
者

自
主
福
祉
運
動
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
中
央

労
金
千
葉
県
本
部
、
全
労
済
千
葉
県
本
部
、

連
合
千
葉
、
中
央
労
金
労
組
千
葉
統
括
支

部
、
全
労
済
労
組
東
日
本
総
支
部
千
葉
支

部
、
共
催
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

中
央
労
金
労
組
、
全
労
済
労
組
の
呼
び

か
け
に
よ
り
２
０
１
２
年
度
か
ら
開
始
し

た
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
今
回
で
３
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
千
葉
県
労

福
協
結
成
50
周
年
を
迎
え
そ
れ
ぞ
れ
の
運

動
・
事
業
の

成
り
立
ち
や

歴
史
を
振
り

返
り
、「
と

も
に
運
動
す

る
主
体
」
で

あ
る
こ
と
を

確
認
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム

と
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
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千葉県労福協の活動紹介

千
葉
県
労
福
協
は
、
中
央
労

福
協
の
方
針
を
踏
ま
え
、
全
国

一
斉
の
「
生
活
底
上
げ
・
福
祉

強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
取
り

組
み
を
10
～
11
月
の
２
ヶ
月
間
、

関
係
団
体
と
連
携
し
て
展
開
し

て
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
全
国
共
通
と

し
て
、
政
策
・
制
度
要
求
と
社

会
運
動
（
①
生
活
困
窮
者
自
立

支
援
制
度
の
構
築
、
②
格
差
・

貧
困
社
会
の
是
正
、
生
活
底
上

げ
、
③
奨
学
金
問
題

へ
の
対
応
）、
協
同

事
業
団
体
の
利
用
促

進
と
共
助
拡
大
（
①

「
と
も
に
運
動
す
る

主
体
」
の
関
係
再
構

築
と
利
用
促
進
や
共

助
拡
大
、
②
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

活
動
へ
の
取
り
組

み
）。
ま
た
、
千
葉

県
独
自
課
題
と
し
て

①
野
田
市
生
活
困
窮

者
自
立
促
進
支
援
モ

デ
ル
事
業
の
課
題
整
理
と
検
討
、

②
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ち
ば
」
活

動
の
周
知
及
び
支
援
の
仕
組
み

づ
く
り
の
検
討
・
実
施
、
③
労

働
者
自
主
福
祉
運
動
の
推
進
、

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

11
月
５
日
（
水
）
に
は
、
千

葉
県
に
対
し
て
「
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
制
度
の
構
築
に
向
け

て
（
要
請
）」
の
要
請
書
を
提

出
し
ま
し
た
。
内
容
は
「
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
制
度
の
構
築

ウ
ム
は
黒
河
会
長
か
ら
50
年
の
歴
史
に
触

れ
開
催
趣
旨
を
含
め
た
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、

「
事
業
団
体
の
歴
史
」
と
し
て
労
働
金
庫
、

全
労
済
の
歴
史
を
そ
れ
ぞ
れ
が
作
成
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
放
映
し
、
映
像
に
よ
り
学
習
を

行
い
、
そ
の
上
で
「
歴
史
か
ら
学
ぶ
労
働

運
動
・
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
の
理
念
・

課
題　

～
連
帯
・
協
同
で
つ
く
る
安
心
・

共
生
の
福
祉
社
会
に
向
け
て
～
」
を
テ
ー

マ
に
高
橋
均
氏
（
中
央
労
福
協
前
事
務
局

長
）
よ
り
ご
講
演
頂
き
よ
り
深
い
理
解
を

は
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
小
栁
常
務
理
事
に
よ
る
「
千

葉
県
労
福
協
の
活
動
紹
介
」
が
行
わ
れ
、

構
成
団
体
、
地
区
労
福
協
と
の
連

帯
・
協
同
を
は
じ
め
、
勤
労
者
の

福
祉
向
上
、
労
働
者
自
主
福
祉
運

動
・
協
同
組
合
運
動
の
推
進
、
子

育
て
支
援
、
く
ら
し
何
で
も
相

談
（
ち
ば
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
）、
フ
ー
ド
バ
ン
ク
や
消
費

者
問
題
、
格
差
貧
困
問
題
等
、
市

民
と
の
協
同
や
幅
広
い
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
の
取
り
組
み
が
紹
介
さ

れ
、
千
葉
県
労
福
協
運
動
の
理
解

や
認
知
度
向
上
に
少
し
で
も
結
び

つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最

後
に
、
日
高
副
会
長
よ
り
一
層
の

連
帯
強
化
と
運
動
推
進
へ
の
協
力

を
お
願
い
し
労
働
者

自
主
福
祉
運
動
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
は
閉
会
し

ま
し
た
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
は
毎
年
開
催
し
て

い
く
予
定
で
す
。
毎

回
新
し
い
参
加
者
を

増
や
し
、
よ
り
多
く

の
方
と
認
識
を
共
有

し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
引
き

続
い
て
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

●
「
生
活
底
上
げ
・
福
祉
強
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
‼

2014

に
向
け
て
、
速
や
か
に
以
下
の

対
策
を
講
じ
ら
れ
ま
す
と
と
も

に
、
全
県
下
に
お
い
て
同
様
の

取
り
組
み
が
進
展
す
る
よ
う
、

市
町
村
へ
の
情
報
提
供
・
調
整
・

支
援
を
行
い
、
指
導
性
を
発
揮

さ
れ
ま
す
こ
と
を
要
請
い
た
し

ま
す
。」
と
し
て
、
８
項
目
の

要
請
を
行
い
ま
し
た
。
千
葉
県

労
福
協
は
今
後
も
格
差
・
貧
困

等
の
社
会
運
動
に
取
り
組
ん
で

い
き
ま
す
。
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野
田
地
区
労
福
協
は
野
田
市
内
の
21
単
組

が
加
盟
し
て
お
り
、「
地
域
の
勤
労
者
と
そ

の
家
族
が
交
流
を
深
め
ら
れ
大
人
か
ら
子
供

ま
で
楽
し
め
る
」
行
事
を
企
画
運
営
し
て
い

ま
す
。

今
年
も
、
通
年
開
催
し
好
評
を
得
て
い
る

労
働
者
交
流
バ
ス
ツ
ア
ー
や
交
流
将
棋
大
会

に
交
流
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
市
内
に
お
け
る
工
場
見
学
と

し
て
パ
ス
コ
利
根
工
場
を
見
学
し
普
段
口
に

し
て
い
る
パ
ン
の
製
造
工
程
を
学
び
体
験
す

る
と
共
に
交
流
バ
ー
ベ
ー
キ
ュ
ー
に
て
懇
親

を
深
め
る
取
組
み
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今

後
も
労
金･

全
労
済
等
の
福
祉
団
体
と
連
携

工
場
見
学

野
田
地
区
労
福
協

を
密
に
し
、
地
域
に
お
け
る
労
働
者
福
祉
活

動
の
推
進
を
図
る
と
共
に
、
地
区
に
在
住
す

る
企
業
や
勤
労
者
が
家
族
も
含
め
て
交
流
が

図
れ
る
企
画
を
立
案
し
、
人
と
人
と
の
繋
が

り
を
尊
重
し
た
活
動
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

総
会
・
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
を
開
催

長
生
茂
原
地
区
労
福
協

長
生
茂
原
地
区
労
働
者
福
祉
協
議
会
第
13

回
総
会
が
７
月
29
日
（
火
）
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
の
中
で
、
長
生
茂
原
地
区
労
福
協
の

設
立
に
つ
い
て
の
経
緯
が
話
さ
れ
、
設
立
理

念
で
あ
る
①
政
治
的
中
立
②
地
域
勤
労
者
の

融
和
と
連
帯
③
地
域
社
会
発
展
へ
の
貢
献
④

福
祉
団
体
の
育
成
強
化
の
４
点
に
つ
い
て
確

認
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
①
組
織
の
充
実
と
強
化
拡
大
②
労

働
者
福
祉
事
業
の
拡
大
発
展
③
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
活
動
の
強
化
④
政
策
制
度
や
今
日
的

課
題
に
つ
い
て
の
学
習
・
教
宣
活
動
の
充
実

を
活
動
方
針
と
し
て
、
取
り
組
ん
で
い
く
こ

と
も
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
第
一
弾
と
し

て
、10
月
19
日（
日
）に
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会（
地

区
予
選
）
を
行
い
、
９
労
組
29
人
の
参
加
者

の
も
と
、
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。
優
勝
し
た
労
組
に
は
県
大
会
で
も
奮
闘

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
加
盟
団
体
へ
の
働
き
か
け
を
積

極
的
に
行
い
、
よ
り
充
実
し
た
活
動
を
構
築

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

２
０
１
４
年
度
総
会
と

講
習
会
を
開
く

銚
子
地
区
労
福
協

２
０
１
４
年
度
の
総
会
と
併
せ
て
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
除
細
動
器
）
に
関
す
る
講
習
会

を
、
７
月
23
日
（
水
）
夕
方
６
時
よ
り
ヤ
マ

サ
醤
油
労
組
会
議
室
を
お
借
り
し
て
開
催
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
ご
来
賓
含
め
29
名
。

総
会
で
は
新
年
度
に
お
け
る
活
動
方
針
と

予
算
、
役
員
を
決
め
て
お
り
ま
す
。
活
動
方

針
の
中
で
は
財
政
事
情
や
人
的
な
面
も
あ
る

が
自
主
的
な
活
動
の
推
進
が
課
題
と
し
て
取

り
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

総
会
終
了
後
に
講
習
会
へ
と
移
り
、
銚
子

市
消
防
本
部
よ
り
講
師
を
招
い
て
Ａ
Ｅ
Ｄ
の

取
り
扱
い
の
基
本
に
つ
い
て
を
約
30
分
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
報
告

市
川
・
浦
安
地
区
労
福
協

10
月
24
日
（
金
）
地
区
労
福
協
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
開
催
し
、
各
構
成
組
織
よ
り
全
体

で
13
チ
ー
ム
、
計
52
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

団
体
成
績
は
、
1
位
・
ガ
ル
バ
テ
ッ
ク
ス

労
働
組
合
、
2
位
・
市
川
市
職
員
組
合
、
3

位
・
労
働
金
庫
市
川
支
店
と
い
う
結
果
と
な

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
報
告

千
葉
市
地
区
労
福
協

千
葉
市
地
区
労
福
協
は
、
10
月
29
日
に
千

葉
リ
バ
ー
レ
ー
ン
に
お
い
て
、60
名（
15
チ
ー

ム
）
参
加
に
よ
る
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
開
催

し
、
会
員
同
士
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
こ

の
大
会
の
上
位
３
チ
ー
ム
は
、
11
月
29
日
に

開
催
さ
れ
る
県
労
福
協
主
催
の
勤
労
者
ボ
ウ

リ
ン
グ
大
会
に
出
場
す
る
予
定
で
あ
り
、
千

葉
市
地
区
代
表
と
し
て
上
位
入
賞
を
果
た
し

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
よ

り
多
く
の
仲
間
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
活
動

の
充
実
と
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

各
地
区
労
福
協

活
動
の
ご
紹
介

工場見学（パスコ利根工場）

ボウリング大会

ＡＥＤ講習会

ボウリング大会

り
、
ゲ
ー
ム
後
の
表
彰
式
の
な
か
で
上
位
２

チ
ー
ム
に
「
千
葉
県
勤
労
者
ボ
ウ
リ
ン
グ
大

会
」
へ
出
場
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
。

当
日
は
金
曜
日
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
み

ん
な
で
楽
し
い
週
末
の
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

ボウリング大会
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子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
「
ハ
ミ
ン
グ
ち
ば
」
は
、
２
０
０
０
年
６
月
の
千
葉

県
労
福
協
「
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み
方
針
」
を
受
け
、
２
０
０
２
年
７
月
に
、

パ
パ
と
マ
マ
の
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
「
ハ
ミ
ン
グ
」
を
設
立
し
、
２
０
０
３

年
６
月
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
取
得
し
て
以
降
、
お
助
け
会
員
で
あ
る
市
民
の
皆
さ
ま

と
の
協
同
で
13
年
目
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
お
願
い
会
員
と
お
助
け
会
員

の
支
え
合
い
に
よ
る
子
育
て
支
援
や
団
体
託
児
、
セ
ミ
ナ
ー
や
交
流
会
等
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
活
動
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

９
月
28
日
（
日
）
千
葉
市
中
央
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
第
２
回
全
体

定
例
会
議
と
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
研
修
を

開
催
し
ま
し
た
。
全
体
定
例
会
議
は
、
理

事
会
報
告
を
含
め
事
業
計
画
を
共
有
す
る

と
と
も
に
、
各
種
規
則
や
指
針
等
へ
の
意

見
反
映
、
支
援
現
況
の
共
有
と
事
例
研
究

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
団
体
託
児

の
指
針
や
、
会
員
交
流
会
、
支
援
の
現
況

を
中
心
に
開
催
し
ま
し
た
。「
バ
ー
ジ
ョ

ン
ア
ッ
プ
研
修
」
で
は
、
団
体
託
児
の
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
に
、第
１
講
座
は「
子

ど
も
た
ち
が
安
心
・
安
全
に
過
ご
す
た
め

に
」
の
講
演
、第
２
講
座
「
わ
ら
べ
う
た
・

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
う
た
」
の
実
技
に
つ
い

て
、
お
助
け
会
員
が
講
師
と
な
り
実
施
し

ま
し
た
。
定
例
会
議
・
研
修
と
も
真
剣
で

か
つ
暖
か
な
雰
囲
気
の
中
で
進
め
ら
れ
意

義
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

ハ
ミ
ン
グ

会
員
と
子

ど
も
達
、

千
遊
会
の

皆
さ
ん
32

名
が
参
加

し
、
芋
ほ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ

「
ハ
ミ
ン
グ
ち
ば
」

活
動

紹
介

「
第
２
回
全
体
定
例
会
議
・
バ
ー

ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
研
修
」
開
催
!!

「
芋
ほ
り
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
集
い
」

晴
天
の
も
と
に
開
催
さ
れ
る
!!

10
月
19
日
（
日
）
袖
ケ
浦
市
の
井
上
さ

ん
の
畑
、
健
康
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー
ガ

ウ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
会
員
交
流
行
事
の

「
芋
ほ
り
＆
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
集
い
」
が

晴
天
の
も
と
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
会
員
交

流
行
事
は
、

２
０
０
４
年

の
開
始
時
か

ら
労
働
組
合

役
員
Ｏ
Ｂ

「
千
遊
会
」

の
皆
さ
ん
と

合
同
で
実
施

し
て
き
ま
し

た
。
今
回
は
、

り
に
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
に
と
、
和
気
あ
い
あ

い
の
中
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
交
流
・

親
睦
の
深
ま
る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

毎
年
、
ハ
ミ
ン
グ
の
交
流
行
事
の
た
め

に
芋
を
作
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
井
上
さ

ん
ご
夫
婦
に
心
よ
り
の
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。
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議長　土田地方委員

連
合
千
葉
は
、
10
月
24
日
（
金
）
オ
ー
ク
ラ

千
葉
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
執
行
部
、
地
方
委
員
、

特
別
地
方
委
員
１
１
６
名
の
参
加
の
も
と
「
連

合
千
葉
第
22
回
地
方
委
員
会
」
を
開
催
し
ま
し

た
。今

回
は
、
議
長
に
土
田
委
員
（
県
私
鉄
）
を

選
出
し
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

経
過
報
告
と
「
地
協
改
革
中
間
ま
と
め
」
の

特
別
報
告
に
続
き
、「
２
０
１
５
年
度
活
動
方

針
」「
２
０
１
５
年
度
予
算
」
な
ど
、
５
つ
の

議
案
に
つ
い
て
議
論
が
行
わ
れ
、
多
く
の
地
方

委
員
、
特
別
地
方
委
員
か
ら
活
動
方
針
を
補
強

す
る
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ま
た
、
５
号
議

案
で
は
、
来
年
４
月
に
施
行
予
定
の
第
18
回
統

一
地
方
選
挙
に
向
け
て
、「
第
18
回
統
一
地
方

選
挙
必
勝
決
議
」
が
採
択
さ
れ
、
連
合
千
葉
に

集
う
構
成
組
織
が
一
丸
と
な
っ
て
支
援
す
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。
採
択
後
の
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
連
合
千
葉
推
薦
の
立
候
補
予
定
者
の
紹

介
を
し
、
連
合
千
葉
議
員
団
会
議
を
代
表
し
て
、

佐
々
木
会
長
よ
り
全
員
当
選
に
向
け
て
の
決
意

表
明
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

全
て
の
議
事
終

了
後
、
鈴
木
会
長

の
今
後
１
年
間
の

決
意
を
再
確
認
す

る
「
団
結
ガ
ン
バ

ロ
ー
」
で
閉
会
い

た
し
ま
し
た
。

地方委員会を開催する！

２
０
１
４
年
10
月
５
日
（
日
）、
千
葉
県
教
育
会
館
に
お
い
て
、

25
名
の
参
加
に
よ
り
、
連
合
本
部
古
賀
会
長
と
構
成
組
織
の
次
代
を

担
う
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
と
の
直
接
対
話
（
Ｋ
Ｎ
Ｔ
４
７
）
を
開
催
し

ま
し
た
。

対
話
は
、
①
「
若
年
層
の
活
動

の
活
性
化
に
つ
い
て
」、
②
「
連

合
に
期
待
す
る
こ
と
、
連
合
ブ

ラ
ン
ド
を
い
か
に
確
立
す
る
か
」、

の
２
点
の
本
部
テ
ー
マ
と
③
「
政

治
活
動
へ
の
参
画
意
識
に
つ
い

て
」
と
い
う
連
合
千
葉
独
自
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
、
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。
参
加
者
の
意

見
や
質
問
に
対
し
、
古
賀
会
長
か

ら
は
、
連
合
の
方
向
性
や
自
身
の

経
験
や
思
い
を
述
べ
て
頂
き
ま
し

た
。
参
加
者
か
ら
は
、「
連
合
が

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の

組
合
運
動
に
活
か
し
て
い
き
た

い
」
と
の
感
想
も
あ
り
ま
し
た
。

次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
は
、

貴
重
な
１
歩
で
あ
り
、
可
能
で
あ

れ
ば
継
続
的
な
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

古
賀
会
長
と
ニ
ュ
ー
リ
ー
ダ
ー
と
の

直
接
対
話
（
Ｋ
Ｎ
Ｔ
４
７
）in
千
葉

挨拶をする古賀会長会場の様子

連合千葉
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連合千葉

　

連
合
千
葉
第
22
回
地
方
委
員
会
に
ご

参
集
い
た
だ
い
た
地
方
委
員
の
皆
さ
ん

大
変
ご
苦
労
様
で
す
。
委
員
会
開
催
に
あ

た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
異
常
と
も
云
え
る
自
然
災
害

が
多
発
し
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
決
し
て
東
日
本
大
震
災
を

含
め
た
災
害
を
風
化
さ
せ
ず
、
継
続
し
た

支
援
の
活
動
を
連
合
本
部
や
連
合
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
こ

と
を
改
め
て
誓
い
合
い
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

さ
て
、
連
合
千
葉
は
、
昨
年
10
月
に

開
催
し
た
第
14
回
定
期
大
会
で
、
①

１
０
０
０
万
連
合
方
針
を
踏
ま
え
た
、
連

合
千
葉
「
20
万
組
織
」
に
向
け
た
「
仲
間

づ
く
り
」、
②
第
３
次
男
女
平
等
推
進
計

画
の
始
動
、
③
労
働
者
自
主
福
祉
運
動
と

の
連
携
の
強
化
、
の

３
つ
の
柱
を
基
本
に

運
動
方
針
を
確
立
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
組
織

拡
大
は
も
と
よ
り
、

２
０
１
５
春
闘
に
向

け
て
、
非
正
規
の
皆

さ
ん
の
処
遇
改
善
や

男
女
間
格
差
の
是
正
な
ど
、「
働
く
人
へ

の
投
資
」
を
基
本
に
日
々
懸
命
に
頑
張
っ

て
い
る
職
場
組
合
員
の
頑
張
り
と
期
待

に
応
え
る
た
め
、
連
合
方
針
を
踏
ま
え
今

年
以
上
の
取
り
組
み
を
展
開
し
て
頂
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

次
に
、
喫
緊
の
重
要
課
題
で
あ
る
「
労

働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪
阻
止
」
の
取
り
組

み
は
、
働
く
者
の
雇
用
と
暮
し
を
守
り
、

雇
用
環
境
の
地
域
間
格
差
の
拡
大
を
阻

止
す
る
運
動
で
す
。

　

連
合
は
今
年
５
月
に
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ 

Ｔ

Ｈ
Ｅ　

格
差
社
会
！
暮
し
の
底
上
げ
実

現
」
第
２
弾
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開

し
、
労
働
者
派
遣
法
改
正
案
を
廃
案
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
３
弾
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
11
月
末

第
１
８
７
回
臨
時
国
会
会
期
末
を
視
野

に
全
国
で
展
開
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
が

本
当
の
正
念
場
で
あ
り
ま
す
。
連
合
千
葉

は
、
11
月
18
日
か
ら
20
日
の
３
日
間
行
動

を
展
開
し
、
12
月
５
日
の
全
国
統
一
集
会

を
目
途
に
改
悪
阻
止
の
決
着
と
価
値
あ

る
成
果
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
第
18
回
統
一
地
方
選
挙
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

我
々
が
求
め
る
民
意
が
適
正
に
反
映

さ
れ
、
健
全
な
議
会
制
民
主
主
義
が
機
能

す
る
政
治
の
確
立
は
重
要
な
課
題
で
あ

り
、
中
間
地
方
選
挙
・
統
一
地
方
選
挙
を

含
め
て
、
国
政
選
挙
に
す
べ
て
繋
が
る
わ

け
で
あ
り
、
現
状
の
政
治
情
勢
を
変
革
す

る
た
め
の
重
要
な
選
挙
で
あ
り
ま
す
。

　

明
春
の
統
一
地
方
選
に
向
け
て
、
候
補

者
の
周
知
・
徹
底
、
投
票
の
呼
び
か
け
な

ど
政
治
活
動
の
強
化
と
組
織
の
連
携
強

化
を
要
請
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

直
面
す
る
労
働
者
保
護
ル
ー
ル
改
悪

阻
止
第
３
弾
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
行
動
、
明
春

の
第
18
回
統
一
地
方
選
挙
、
２
０
１
５
春

季
生
活
闘
争
や
組
織
拡
大
を
は
じ
め
と

し
た
様
々
な
課
題
に
つ
い
て
、
連
合
千
葉

は
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
、
全
力
を
挙
げ

て
頑
張
り
抜
く
決
意
を
申
し
上
げ
、
連
合

千
葉
を
代
表
し
て
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

鈴木会長挨拶 
要旨

第22回 
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こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
千
葉
県
内

の
協
同
組
合
お
よ
び
協
同
組
織
の
交
流
を

図
り
、
県
民
に
「
協
同
」
を
ア
ピ
ー
ル
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
１
９
８
８
年
か
ら
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

は
、
Ｊ
Ａ
・
漁
連
・
森
林
組
合
・
生
協
の

4
協
同
組
合
、
全
労
済
千
葉
県
本
部
、
中

央
労
金
千
葉
県
本
部
、
千
葉
県
労
福
協
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
千
葉
放
送
局
、
千
葉
県
農
林
水
産

部
、
千
葉
県
ユ
ニ
セ
フ
協
会
が
出
展
参
加

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
心
配
さ
れ
た
雨
も

上
が
り
、
時
折
陽
が
さ
す
さ
わ
や
か
な
天

気
に
恵
ま
れ
て
広
い
会
場
が
多
く
の
参
加

者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

農
協
・
漁
協
・
森
林
組
合
の
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
産
物
の
販
売
や
太

「海と大地とくらしの祭典」開催

～11月9日（日曜日）千葉ポートパークで～

各団体代表による開会式テープカット

全労済・ろうきん・労福協ブース

生協連 全労済 ろうきん 労福協

11
月
9
日
、
千
葉
ポ
ー
ト
パ
ー
ク
に
お
い
て
、「
第
25
回
千
葉
県
協
同
組
合
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル　

～
海
と
大
地
と
く
ら
し
の
祭
典
～
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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「海と大地とくらしの祭典」開催

千葉県協同組合フェスティバル第
25
回

い
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
、
な
の
は
な
生

協
、
全
労
済
千
葉
県
本
部
、
中
央
労
金

千
葉
県
本
部
、
千
葉
県
労
福
協
が
実
行

委
員
会
を
組
織
し
て
準
備
を
す
す
め

様
々
な
企
画
を
行
い
ま
し
た
。
販
売
や

試
食
、
子
供
向
け
の
輪
投
げ
、
お
菓
子

す
く
い
な
ど
、
ど
の
コ
ー
ナ
ー
も
大
好

評
で
し
た
。

烈車戦隊トッキュウジャー バルーンアート

輪投げ

ス
テ
ー
ジ
で
は
、「
烈
車
戦
隊
ト
ッ
キ
ュ

ウ
ジ
ャ
ー
」
シ
ョ
ー
が
子
ど
も
た
ち
の
人

気
を
集
め
、
生
協
組
合
員
の
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
太
鼓
演
打
、
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
、
ろ
っ

く
ソ
ー
ラ
ン
、
ま
た
、
お
肉
応
援
隊
「
香

蓮
」
コ
ン
サ
ー
ト
が
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

巻
き
ず
し
の
実
演
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
、
サ

ン
マ
の
丸
干
し
焼
き
、
焼
き
シ
イ
タ
ケ
の

試
食
な
ど
多
彩
な
企
画
が
行
わ
れ
、
千
葉

の
農
林
水
産
物
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
ユ
ニ
セ
フ
協
会
の
コ
ー
ナ
ー
も

盛
況
で
し
た
。
生
協
と
労
福
協
関
係
で

は
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム
千
葉
、
コ
ー
プ
み
ら

13



第
21
回 

千
葉
県
協
同
組
合
女
性
交
流
会

11
月
７
日
に
は
、
白
子
町
で
第
21
回
千
葉
県
協
同
組
合
女
性
交
流
会
が
開
催

さ
れ
、
Ｊ
Ａ
、
生
協
、
漁
連
か
ら
43
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
は
、

協
同
組
合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
同
様
、
生
産
者
と
消
費
者
、
特
に
女
性
が
相
互
に

千
葉
県
生
活
協
同
組
合
連
合
会
は
、
10
月
28
日
、
千
葉
県
と
「『
ち
ば
Ｓ
Ｓ

Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。
千
葉
県
庁
で
行

わ
れ
た
締
結
式
に
は
、
千
葉
県
か
ら
諸
橋
副
知
事
は
じ
め
関
係
者
、
生
協
か
ら

県
連
田
井
会
長
理
事
お
よ
び
コ
ー
プ
み
ら
い
、
パ
ル
シ
ス
テ
ム
千
葉
、
生
活
ク

ラ
ブ
生
協
、
な
の
は
な
生
協
の
代
表
者
が
出
席
し
ま
し
た
。

「
ち
ば
Ｓ
Ｓ
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
は
、
県
民
一
人
ひ
と
り
が
、
高
齢
者
の
孤

千
葉
県
と
「『
ち
ば
Ｓ
Ｓ
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』

等
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

講師による調理指導

協定書を手に諸橋副知事（左）と田井会長理事

生 協 連

交
流
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、「
麹
」

を
テ
ー
マ
に
、「
塩

麹
と
醤
油
麹
の
作
り

方
」、「
旬
の
野
菜
と

麹
を
使
っ
た
料
理
の

提
案
」
の
調
理
実
習

を
、
講
師
の
指
導
の

も
と
に
行
い
ま
し
た
。

塩
麹
と
醤
油
麹
を

使
っ
た
料
理
を
試
食

し
な
が
ら
、
出
来
具

合
や
感
想
を
話
し
た

り
、
日
頃
の
活
動
の

情
報
交
換
を
す
る
な

ど
親
睦
を
深
め
ま
し

た
。

独
化
防
止
の
た
め
の
具
体
的

な
行
動
を
起
こ
す
き
っ
か
け

づ
く
り
と
な
る
よ
う
実
施
さ

れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

す
。「
Ｓ
Ｓ
Ｋ
」は
、「
し
な
い
」

の
Ｓ
、「
さ
せ
な
い
」
の
Ｓ
、

「
孤
立
化
」
の
Ｋ
と
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
を

記
号
化
し
た
も
の
で
す
。

千
葉
県
生
協
連
お
よ
び
地

域
の
4
生
協
は
、
商
品
の
配

達
な
ど
の
日
常
業
務
を
通
じ

て
、高
齢
者
の
見
守
り
や「
ち

ば
Ｓ
Ｓ
Ｋ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
周
知
、
認
知
症
対
策
な
ど

に
協
力
し
ま
す
。
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中
央
労
働
金
庫
で
は
昨
年
度
同
様
、
会
員
・
組
合
員
へ
の
生
活
応
援
・
生
活
防
衛
に
繋
が

る
取
組
み
と
し
て
「
住
宅
・
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
見
直
し
提
案
」
に
注
力
し
た
取
組
み
を
進
め
て

ま
い
り
ま
し
た
。
昨
年
度
に
引
続
き
可
処
分
所
得
向
上
に
つ
な
が
る
「
生
活
応
援
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
中
心
に
取
組
み
、
組
合
員
の
皆
さ
ま
へ
“
あ
ん
し
ん
”
と
い
う
付
加
価
値
の
提
供
に

努
め
た
結
果
、
千
葉
地
区
の
住
宅
ロ
ー
ン
に
占
め
る
借
換
の
割
合
は
、
8
地
区
で
ト
ッ
プ
で

あ
る
44
・
1
３
％
と
な
り
、本
取
組
の
主
眼
で
あ
る「
お
客
様
の
住
宅
ロ
ー
ン
借
換
え
メ
リ
ッ

ト
（
経
済
的
利
益
）」
の
累
計
は
６
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
「
マ
イ
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て
は
他
行
・
他
社
カ
ー
ド
ロ
ー
ン
借
換
を

中
心
と
し
て
会
員
・
推
進
機
構
連
携
を
強
化
し
つ
つ
取
組
み
を
進
め
て
き
た
結
果
、
新
規
件

数
及
び
販
売
額
と
も
に
お
お
よ
そ
計
画
通
り
に
進
捗
し
て
お
り
ま
す
。

毎
月
第
３
土
曜
日
の
一
斉
相
談
会
の
ほ
か
、
職
場
で
の
相
談
会
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

生活応援運動の取組みについて

●千 葉 支 店 043-251-5161 ●野 田 支 店 04-7125-2525
●市 川 支 店 047-376-3311 ●銚 子 支 店 0479-22-8484
●館 山 支 店 0470-22-1111 ●茂 原 支 店 0475-23-6611
●船 橋 支 店 047-434-2784 ●松 戸 支 店 047-365-8185
●市 原 支 店 0436-21-2181 ●木 更 津 支 店 0438-25-5511
●成 田 支 店 0476-24-2211 ●八 千 代 支 店 047-486-2525
●柏 支 店 04-7163-4567 ●成 東 支 店 0475-82-4111
●津 田 沼 支 店 047-403-6070
●津田沼ローンセンター 047-403-3881 ●千葉県庁前出張所 043-221-5311

お問い合わせは　下記営業店・ローンセンター　まで

返
済
計
画
見
直
し

相
談
会
実
施
中
！
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全労済

全労済は、本年（2014年）12月に火災共済事業を開始して60年という節目を迎えることとなりました。
火災共済は、1954年12月に大阪の地において労働者福祉運動の一環として“労働組合員の福祉のための共済”と

してスタートし、“災害からいのちとくらしを守る運動”“生活協同組合による生活者のための共済”へと発展し、今で
は約460万件というご契約をいただくまでになりました。

しかし、今日までの60年の道のりは決して平坦ではありませんでした。
新潟大火や阪神・淡路大震災、東日本大震災などのさまざまな自然災害に対しては、組合員のみなさまの「助け合い

の力」を結集することにより、これらを乗り越えてきました。
また、大震災の教訓を活かし、「被災者生活再建支援制度」の実現や自然災害共済制度の実施などの取り組みに反映

させてまいりました。
あらためて、今日までご指導・ご支援いただいた皆さまに心から感謝申し上げます。
このような経過を踏まえ、火災共済事業開始60周年を迎えるに際しての感謝の想いと60年間の活動成果を結晶させ、

来たる2015年2月に、火災共済・自然災害共済の制度改定を行い
ます。

この新たな制度を通じて、組合員の皆さまの「暮らしの安心」に
貢献し、「みんなでたすけあい、豊かで安心できる社会づくり」を
進めてまいります。今後とも、引き続きのご支援とご協力をお願い
申し上げます。

火災共済・自然災害共済の制度改定の内容をご紹介いたします。

1214B125

全労済は営利を目的としない
保障の生協として共済事業を
営み、組合員の皆さまの安心
とゆとりある暮らしをめざして
います。出資金をお支払いい
ただいて組合員になれば、各
種共済をご利用いただけます。

千葉県本部（千葉県勤労者共済生活協同組合）
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【キャンペーンについてのご注意】※クオカード・図書カードは、1回の申込・
利用につき 1枚とさせていただきます。※図書カードについては、キャンペーン
期間中のご融資実行分が対象となります。※クオカードは当金庫が仮審査申込も
しくは本申込を受付した後にお渡しいたします。※中央労働金庫のホームページ
から仮審査をされた場合、クオカードはご登録いただいた自宅住所に郵送いたし
ます。（お申込後、概ね 2週間程度かかりますので予めご了承ください。）※図書
カードはご融資実行後にお渡しいたします。※クオカード・図書カードのデザイ
ンは変更となる場合があります。※教育ローンの商品内容・キャンペーンの詳細
等につきましては、お取引営業店までお問い合わせください。

お問合せ先
〈中央ろうきん〉千葉県本部　TEL: 043-251-5162 2014年11月1日現在
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H a p p i n e s s

2014年12月

「千葉県労福協結成50周年祝賀会」を開催
第31回 チャリティゴルフ大会開催
第22回 地方委員会開催

第25回 協同組合 
フェスティバル 「海と大地とくらしの祭典」開催

労福協

連合

●ひとりで悩んでいませんか？ くらし何でも無料相談 0120-53-4141
ちばライフサポートセンター

小湊鉄道 上総久保駅（市原市）小湊鉄道 上総久保駅（市原市）


